予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 読書活動推進費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

教育委員会　図書館　総務課　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

E-mail：c27205@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：245千円（前年度予算額：245千円）
	要求内容


	１　要求の内容


(１)図書館活用事業

　・子ども向けに｢図書館探検｣を開催（年１回）

　・岐阜大学との連携強化を図り、共催による公開講座「楽習会」を開催（年６回）

　・県美術館と連携した「共同企画展示」を開催（年１回）

(２)読書活動支援事業（旧：県読書感想文コンクール）

・読書推進の全県的なコンクールとして、感想文形式を改め、おすすめの本を短い文章で紹介する「おすすめ本POPコンクール」を開催

	２　所要経費


(１) 図書館活用事業　　　　　　　　　　　　 　　　 45千円

(２) 読書活動支援事業（旧：県読書感想文コンクール）

おすすめ本POPコンクール　　　　　　　　 　200千円

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	245
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	245

	要求額
	245
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	245

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　読書習慣を定着させるとともに、図書館の活用法を知ってもらうことで、自ら課題を解決でき、心豊かな県民を増やす。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	図書館活用事業参加者数
	（H  ）
	184
（H22）
	99
（H23）
	170
（H24）
	180

（H25）
	94.4％


	コンクール応募点数（高校生・一般）
	（H  ）
	41
（H22）
	52
（H23）
	42
（H24）
	100
（H25）
	42.0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）図書館活用事業

　　・「子ども図書館探検」（26名参加　※保護者等を含む）

　　・岐阜大学共催公開講座「楽習会」（6回中5回実施済み　103名参加）

　　・「夏休み！調べ学習応援 新聞活用講座」（15名参加）

・美術館との共同企画展示「国枝英男のペーパーワールド」（7/28～8/30）

　　・「図書館長ミズノによる図書館活用講座」（26名参加）

（２）読書活動支援事業

　　・「岐阜県読書感想文コンクール」

　　　応募844点：高校生・一般42名、小中802名
　基調講演：高橋源一郎氏（12月15日予定）



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　多様なプログラムを用意することで小学生から高齢者までを対象に講座を実施し、図書館活用や読書のきっかけをつくることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　県図書館が自ら読書活動を推進することは、それ自体の効果に加え、県内市町村図書館等へのモデルを示すことになり、県全体の読書推進を図ることができることから必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	図書館活用事業については参加も安定しており効果が得られている。
今年度は新たに活用講座を開催したところ好評だった。期間を限定して活用講座の音声資料をHP上で公開し、来館が難しかった利用者にも提供している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	岐阜大学と協定を結び共催で講座を開催することにより無償で専門家を講師として派遣してもらうことができた。

また、隣接する美術館と連携して事業を行い、互いの専門性を活用し、利用者の拡充を図ることができた。

図書館職員自ら専門性を生かして講師として講座を開催。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　県民のニーズが多様化しており、それに対応するため講座内容を見直す必要がある。また、読書感想文コンクールについて、小中学生部門は同様のコンクールが他に複数存在しており、また高校生・一般部門は応募点数が低迷しているため、高校生・一般が進んで応募し読書活動を推進するような新たなコンクール形式に変更する。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　県民のニーズは多様化しており、すべてに応じた事業を行なうことは困難であるが、年齢層に応じた事業展開を行なう。


